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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　早いもので，5月 25～28日開催の日耳鼻総会・学術講演会まで，残すところあと
3か月あまりとなりました．神戸での開催は昭和 43年以来であり，教室員・同門一
同，一丸となって鋭意準備を進めております．この原稿を書いている時点では，よ
うやく落ち着いたかにみえた新型コロナウイルス感染症は，感染力の高いオミクロ
ン株のまん延により第 6波に突入し，再び全国的にまん延防止等重点措置が適用さ
れる事態となっています．しかし，2月下旬～3月にピークを迎え，春の訪れとと
もに終息に向かうとの報道もみられます．5月下旬には 3回目のワクチン接種も行
き渡り，安心して御来神いただける状況になっていることと信じています．ライブ
配信・オンデマンド配信も行いますが，ぜひ，会場に足をお運びいただき，久しぶ
りに face to faceで交流を深めていただきたいと思います．なお，本学会参加は原
則として事前登録をお願いしております．日耳鼻会員マイページからお申し込みい
ただけます．3月 1日から参加登録受付を開始しておりますので，ぜひ，ご利用く
ださい．
　さて，本学会は日耳鼻の名称に「頭頸部外科」が加わって初めての開催となるこ
とから，手術手技の習得を主要なテーマの 1つとし，11種類の手術セミナーに加
え，「耳鼻咽喉科頭頸部外科の Off‒the‒Job Training」と題したパネルディスカッ
ション（PD）を企画しました．香取幸夫教授（東北大）と本間明宏教授（北大）
のお二人に司会を，鈴木正宣先生（北大），松延　毅先生（日本医大），伊藤　吏先
生（山形大），塚原清彰先生（東京医大），小川武則先生（岐阜大）に講師をお願い
し，コンピュータシミュレーション，virtual reality，動物モデル，cadaverによる
off‒the‒job（OJT）トレーニングの実際について解説していただく予定です．
　コロナ禍により，従来のように気軽に他施設の手術見学や手術セミナーへの参加
が難しい状況が続いています．指導医およびそれを目指す皆様には，2月号と本号
の特集「鼻副鼻腔・頭蓋底手術のスキルアップ」「中耳・側頭骨手術のスキルアッ
プ」をお目通しのうえ，本 PDならびに手術セミナーに御参加いただき，参考にし
ていただければ幸いです． （丹生健一）
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